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令和 7年 10月 15 日　第 171 号

若
い
人
も
行
き
た
く
な
る
店
を

提
言

イ
オ
ン
周
辺
は
大
変
商
業
が
賑
わ

っ
て
い
る
も
の
の
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
内
の

空
き
テ
ナ
ン
ト
が
多
く
物
足
り
な
い
と
感

じ
ま
す
。
若
い
人
が
行
き
た
く
な
る
店
を

増
や
し
て
は
。

佐
久
間
議
員
　
多
く
の
若
者
が
集
ま
れ
る

よ
う
な
施
設
の
整
備
も
重
要
で
あ
る
と
理

解
し
て
い
ま
す
。

　
イ
オ
ン
は
民
間
の
商
業
施
設
で
あ
り
、

町
が
直
接
経
営
に
は
関
わ
る
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
あ
り
ま
す
が
、

大
変
重
要
な
観
点
だ
と
思
い
ま
す
の
で
今
後
も
誘
致
に
関
し
て
提
言

し
て
い
き
ま
す
。

（
2
～
5
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
小
野
寺
正
樹
）

歩
き
や
す
い
道
路
に

提
言

道
路
の
で
こ
ぼ
こ
や
、
狭
い
歩
道
、

草
な
ど
が
生
え
て
通
り
づ
ら
い
所
が
あ
る
。

歩
道
を
歩
く
時
や
自
転
車
で
移
動
す
る
際

に
通
り
づ
ら
く
、
危
険
を
感
じ
る
事
が
あ

る
た
め
、
歩
道
を
広
げ
た
り
増
や
す
こ
と

が
必
要
で
は
。

志
田
議
員
　
町
と
し
て
は
、
優
先
順
位
を

付
け
て
改
良
、
改
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
道
に
つ
い
て
も
危
険
箇
所
に
関
し
て
、

県
側
に
要
望
し
側
溝
の
蓋
が
け
な
ど
で
き
る
こ
と
か
ら
実
施
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
場
所
な
ど
を
示
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
県

や
町
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

私たちが望む 三川町私たちが望む 三川町

この企画は次世代のリーダー育成と議員の役割について理解を深めてもらうため、広聴活動の一環として、この企画は次世代のリーダー育成と議員の役割について理解を深めてもらうため、広聴活動の一環として、毎年毎年
開催しており開催しており、今回は三川中学校生徒会役員14人とより良いまちづくりについて意見交換しました。、今回は三川中学校生徒会役員14人とより良いまちづくりについて意見交換しました。

「三川町がさらにいい町になるには」 「地元に戻るために必要なこと」をテーマに中学生から意見を出してもらい、「三川町がさらにいい町になるには」 「地元に戻るために必要なこと」をテーマに中学生から意見を出してもらい、
多くの気づきを得ることができました。多くの気づきを得ることができました。

中学生との
議場懇談会

8/
（金）
29

草が生い茂る県道の歩道草が生い茂る県道の歩道

内容を一部抜粋して
記事にしています。

懇談後の懇談後の
記念スナップ記念スナップ
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令和 7年 10月 15 日　第 171 号

観
光
客
で
賑
わ
う
ま
ち
に

提
言

町
内
の
花
壇
に
花
を
植
え
る
活
動

を
行
う
こ
と
で
景
観
が
よ
く
な
り
「
三
川

町
は
き
れ
い
」
と
感
じ
ら
れ
た
ら
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
特
産
物
の
開
発

に
も
力
を
入
れ
、
観
光
客
で
賑
わ
う
町
を

作
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

小
野
寺
議
員
　
現
在
町
内
に
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
な
ど
で
管
理
し
て
い
る
花
壇
が
多
く

あ
り
通
行
す
る
人
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
も
栽
培
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
特
産
品
の
開
発
を
含
め
共
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
三
川
町
の
魅
力

を
発
信
で
き
れ
ば
素
敵
な
町
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

（
4
～
5
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

情
報
発
信
に
よ
る
町
の
活
性
化
を

提
言

Instagram

や
Ｘ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
発
信
す

る
こ
と
に
よ
り
三
川
町
に
興
味
を
も
っ
て

も
ら
え
る
の
で
は
。

佐
竹
議
員
　
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
情
報
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
は
三
川
町
公
式
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
も
発
信
し
て
い
ま
す
。
回
数
も
多

く
、
頻
繁
に
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
若
い
人
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
に
も
し

っ
か
り
届
く
よ
う
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
け
で
な
く
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

防
災
無
線
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

私たちが望む 三川町私たちが望む 三川町

この企画は次世代のリーダー育成と議員の役割について理解を深めてもらうため、広聴活動の一環として、この企画は次世代のリーダー育成と議員の役割について理解を深めてもらうため、広聴活動の一環として、毎年毎年
開催しており開催しており、今回は三川中学校生徒会役員14人とより良いまちづくりについて意見交換しました。、今回は三川中学校生徒会役員14人とより良いまちづくりについて意見交換しました。

「三川町がさらにいい町になるには」 「地元に戻るために必要なこと」をテーマに中学生から意見を出してもらい、「三川町がさらにいい町になるには」 「地元に戻るために必要なこと」をテーマに中学生から意見を出してもらい、
多くの気づきを得ることができました。多くの気づきを得ることができました。

老人クラブにより管理されている花壇老人クラブにより管理されている花壇
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令和 7年 10月 15 日　第 171 号

学びを生かして学びを生かして 働ける職場を働ける職場を

議
場
懇
談
会
を

終
え
て

生
徒
会
長上

野

　心
楼

　
ど
の
よ
う
に
し
て

政
策
を
実
現
さ
せ
て

い
く
の
か
、
今
日
は

と
て
も
勉
強
に
な
り
、

議
場
懇
談
会
を
通
じ
、

地
元
に
つ
い
て
、
よ

り
深
く
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
議
員
の
皆
さ
ま
か

ら
答
弁
し
て
も
ら
っ

た
こ
と
を
も
と
に
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が

実
現
で
き
る
の
か
さ

ら
に
深
く
考
え
て
い

け
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
。

　
三
川
町
民
の
一
人

と
し
て
今
後
も
、
よ

り
住
み
よ
い
三
川
町

に
す
る
た
め
考
え
行

動
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

働
く
場
所
の
充
実
を

提
言

三
川
町
内
の
働
く
場
所
が
、
自
分

の
希
望
す
る
職
種
や
託
児
所
の
条
件
が
整

え
ば
、
地
元
定
着
と
U
タ
ー
ン
・
Ⅰ
タ
ー

ン
の
可
能
性
が
高
ま
る
の
で
は
。

小
林
議
員
　
仕
事
や
勉
強
で
習
得
し
た
専

門
分
野
の
知
識
そ
し
て
技
術
・
能
力
の
ス
キ
ル
を
生
ま
れ
育
っ
た
故

郷
で
存
分
に
発
揮
で
き
れ
ば
、
町
全
体
に
良
い
影
響
を
与
え
、
ど
ん

な
産
業
も
活
性
化
し
、
潤
い
を
も
た
ら
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
企
業
の
誘
致
に
向
け
、
み
か
わ
産
業
団
地
を
大
き
く
広
げ
る
工
事

を
進
め
、
町
外
に
就
職
し
た
方
々
が
地
元
に
戻
れ
ば
よ
り
元
気
な
町

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

気
軽
に
使
え
る
居
場
所
が
欲
し
い

提
言

友
達
同
士
で
学
習
や
気
軽
に
話
し

合
い
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
欲
し
い
。

鈴
木
（
淳
）
議
員
　
三
川
町
公
民
館
の
図

書
室
の
隣
に
20
席
ほ
ど
の
学
習
ス
ペ
ー
ス

が
あ
り
、
ま
た
テ
オ
ト
ル
の
ロ
ビ
ー
に
は

﹁
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
﹂
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　﹁
学
習
ス
ペ
ー
ス
﹂
に
つ
い
て
は
三
川
町
公
民
館
二
階
の
会
議
室

の
転
用
も
可
能
で
す
の
で
、
管
理
人
へ
申
請
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 工事が進む三川産業団地（青山地内）工事が進む三川産業団地（青山地内）
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令和 7年 10月 15 日　第 171 号

学びを生かして学びを生かして

安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
を

提
言

子
ど
も
が
安
全
に
遊
べ
る
大
型
公

園
や
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
パ
ー
ク
な
ど
が
出

来
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
が
聞
こ

え
る
明
る
い
町
に
な
る
の
で
は
。

土
田
議
員
　
安
全
面
に
も
配
慮
さ
れ
た
公

園
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が
あ
れ
ば
、
誰
か
に

会
え
る
楽
し
み
や
、
町
民
の
方
と
の
交
流

も
出
来
、
そ
ん
な
安
ら
ぎ
の
場
所
が
あ
れ

ば
良
い
と
私
も
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
に
は
ア
ス
レ
な
の
花
や
パ
ル
ク
赤
川
等
運
動
が
出
来
る

施
設
も
あ
り
ま
す
の
で
、
運
動
を
通
し
て
健
康
で
活
気
あ
る
町
に
な

れ
ば
と
考
え
ま
す
。

議
員
の
感
想

　
　広
報
常
任
委
員
長

砂
田

　茂

　
子
育
て
や
教
育
に

関
す
る
こ
と
か
ら
高

齢
者
福
祉
、
ま
た
町

の
経
済
、
環
境
、
安

全
対
策
に
関
す
る
こ

と
ま
で
多
く
の
ご
提

言
を
い
た
だ
い
た
中

で
、
私
た
ち
に
も
多

く
の
気
づ
き
を
も
ら

い
ま
し
た
。

　
若
い
皆
さ
ん
が
、

本
当
に
町
の
こ
と
を

よ
く
見
て
、
真
剣
に

考
え
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
と

大
き
な
希
望
を
感
じ

ま
し
た
。

　
こ
こ
で
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
意
見

は
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

町
外
へ
の
移
動
手
段
の
充
実
を

提
言

高
齢
者
な
ど
の
病
院
な
ど
医
療
機

関
へ
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
利
用
や
、
高

校
へ
の
通
学
バ
ス
が
確
保
で
き
れ
ば
良
い

と
思
う
。

鈴
木
（
淳
）
議
員
　
現
在
﹁
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
で
ん
で
ん
号
﹂
で
の
運
行
範
囲
に

つ
い
て
は
町
内
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

高
齢
者
の
皆
様
か
ら
も
町
外
の
医
療
機
関

へ
通
院
で
き
な
い
も
の
か
と
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
高
校
へ
の
通
学
バ
ス
運
行
も
含
め
、
バ
ス
の
事
業
者
や
自
治
体
間

の
調
整
な
ど
改
善
策
を
探
求
し
て
い
き
ま
す
。

整備された袖東公園整備された袖東公園
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令和 7年 10月 15 日　第 171 号

　
第
４
回
臨
時
会
は
、
７
月

９
日
に
開
会
し
ま
し
た
。

　
町
長
提
案
﹁
い
ろ
り
火
の

里
な
の
花
ホ
ー
ル
照
明
器
具

L
E
D
化
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
﹂
１
件
を
審

議
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
主
な
質
疑
）

問
　
工
事
期
間
中
の
営
業
や

町
の
行
事
等
へ
の
影
響
は
。

企
画
調
整
課
長
　
ホ
ー
ル
以

外
の
工
事
は
営
業
が
入
っ
て

い
な
い
時
間
帯
を
考
え
て
お

り
、
ホ
ー
ル
の
工
事
は
１
月

以
降
と
な
る
の
で
支
障
は
少

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
6
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
砂
田
　
茂
）

　
第
5
回
議
会
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で
の
会
期
で
開
会
し
ま
し
た
。

　
諸
般
報
告
３
件
の
後
、
町
長
提
案
12
件
と
議
長
発
議
１
件
が
上
程
さ
れ
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
夜
間
議
会
で
８
人
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

999 月月月
定例会定例会定例会

将来将来にに備備えてえて基金積立て基金積立て

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

　
２
億
３
４
８
０
万
円
を
追

加
し
、
57
億
５
０
０
７
万
９

千
円
と
し
ま
し
た
。

（
主
な
内
容
と
質
疑
）

●
総
務
費

財※

政
調
整
基
金
に
１
億
４

４
５
８
万
２
千
円
を
計
上
。

問
　
基
金
残
高
は
予
算
規
模

に
対
し
て
十
分
に
保
た
れ
て

い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
一
定
の

金
額
を
積
み
立
て
て

財
政
基
盤
の
健
全
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

※
財
政
調
整
基
金
と
は

…
景
気
の
変
動
や
災

害
な
ど
に
よ
る
財
源

の
不
足
に
備
え
る
た

め
に
、
積
み
立
て
て

お
く
お
金
。

●
衛
生
費

65
歳
以
上
の
人
を

対
象
と
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
接
種
委
託
料

に
４
６
８
万
円
を
計

上
。

問
　
予
防
接
種
を
行

う
時
期
と
想
定
接
種

率
は
。

健
康
福
祉
課
長

10
月
以
降

を
予
定
し
て
お
り
、
想
定
接

種
率
は
昨
年
の
実
施
率
を
踏

ま
え
て
25
％
と
し
て
い
ま
す
。

●
土
木
費

　
袖
東
公
園
に
新
た
な
遊
具

を
整
備
す
る
事
業
に
６
９
０

万
円
を
計
上
。

問
　
袖
東
公
園
に
整
備
す
る

理
由
は
。

建
設
環
境
課
長
　
町
の
シ
ン

ボ
ル
的
な
子
育
て
交
流
施
設

テ
オ
ト
ル
に
隣
接
す
る
公
園

に
設
置
す
る
こ
と
で
よ
り
多

く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
た
め

で
す
。

条
例
改
正

　
三
川
町
議
会
議
員
及
び
三

川
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
　
議
会
選
挙
印
刷
費
公
費

負
担
の
４
万
円
を
３1
万
円
に

す
る
改
正
は
正
当
な
の
か
。

ま
た
、
今
年
２
月
の
町
議
会

議
員
選
挙
の
印
刷
費
に
損
害

賠
償
が
生
じ
る
の
で
は
。

総
務
課
長
　
任
意
設
定
し
て

い
た
﹁
４
万
円
﹂
を
国
の
水

準
に
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

　
町
議
会
議
員
選
挙
の
不
利

益
の
有
無
は
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
。

（
賛
成
７
人
　
反
対
１
人
）

人
事
案
件

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦

　
庄
司
　
睦
子
　（
横
川
）

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

現在の三川町の財政調整基金は、標準財政規模の 20％程度である

袖東公園袖東公園

6
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一
般
質
問

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

︵
7
~
11
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
砂
田
　
茂
︶

　町政に関して議員が質問を行い、新たな
政策の提案や意見を述べ、時には是正を求
め、町政をより良い方向へ導くものです。

一般質問
とは…

小野寺 正樹 議員 （8ページ）
●暑さを逆手に収量増加策を
○通学路の安全対策を

土田 市子 議員 （9ページ）
●福祉事業計画の見直しを

志田 德久 議員 （10ページ）
●災害時の対策は
○児童・生徒の教育環境づくりについて

佐竹 優子 議員 （11ページ）
●妊産婦健診・産後ケアの支援拡充を

9月5日に8人の議員が以下の項目に
ついて質問しました。
●の内容を掲載しています。

砂田　茂 議員 （8ページ）
●子ども版「防衛白書」の扱いは

鈴木 淳士 議員 （9ページ）
●デマンドを市内循環バスに接続を
○両田川橋の架け替え事業について

佐久間 千佳 議員 （10ページ）
●ＲⅤパークの設置を

小林 茂吉 議員 （11ページ）
●小規模校時代へ対処せよ
○民生・児童委員について

議会ホームページは
こちらから
（音声配信中）

9
月
定
例
会

夜
間
議
会

町
政
を
問
う
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一
般
質
問�

―
8
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

小
お

野
の

寺
でら

 正
まさ

樹
き

  議員

砂
すな

田
だ

　　 茂
しげる

  議員

性
が
あ
る
と
受
け
止
め
て
い

ま
す
。

　
特
に
小
学
生
は
、
多
角
的

な
思
考
力
を
養
っ
て
い
る
過

程
に
あ
り
、
学
校
で
の
提
示

に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平

和
の
尊
さ
の
伝
え
か

た
は
。

社
会
科
の
授
業
な
ど

で
、
戦
争
が
も
た
ら

す
弊
害
を
深
く
考
え
る
よ
う

教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
資
料

や
記
述
を
も
と
に
学
習
し
て

い
ま
す
。教

科
書
の
ほ
か
に
、

紙
芝
居
や
音
楽
、
演

劇
な
ど
も
平
和
教
育
に
取
り

入
れ
て
は
。

子
ど
も
た
ち
の
感
性

に
訴
え
か
け
て
、
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る

問

全
国
で
は
暑
さ
に
強

い
米
の
品
種
や
、
米

の
「
再※

生
二
期
作
」
な
ど
の

取
り
組
み
が
進
み
、
地
域
農

業
で
は
今
後
の
生
産
体
系
に

不
安
を
抱
く
声
を
耳
に
し
ま

す
が
、
今
後
の
乾
田
直
播
へ

の
誘
導
策
は
。

本
町
で
は
「
瑞
穂
の

郷
づ
く
り
事
業
」
に

お
い
て
、
水
稲
の
経
営
規
模

の
拡
大
や
生
産
コ
ス
ト
の
削

減
、
更
に
は
こ
だ
わ
り
の
米

作
り
に
つ
な
が
る
機
械
導
入

に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
乾
田
直
播
に
つ
い
て

も
意
向
調
査
を
実
施
し
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

新
品
種
「
ゆ
き
ま
ん

て
ん
」
の
誘
導
策
は
。

夏
場
の
高
温
に
強
く
、

背
白
・
腹
白
な
ど
と

い
っ
た
高
温
障
害
が
出
に
く

い
の
が
特
徴
と
さ
れ
、
粒
が

大
き
く
、
し
っ
か
り
と
し
た

食
感
が
あ
り
、
白
さ
や
味
の

良
さ
も
高
く
評
価
さ
れ
、
従

来
の
「
は
え
ぬ
き
」
と
比
べ

て
、
収
量
が
約
１
割
多
い
こ

と
も
大
き
な
魅
力
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
作
付
け
誘
導
策
と

し
て
は
、
県
が
「
水
稲
新
品

種
導
入
検
討
委
員
会
」
を
立

上
げ
、「
ゆ
き
ま
ん
て
ん
」

の
普
及
や
販
売
戦
略
等
も
含

め
た
検
討
を
行
っ
て
い
て
、

引
き
続
き
、
県
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
農
協
等
と
連

携
し
な
が
ら
対
応
し
ま
す
。

問町
長

暑さを逆手に収量増加策を
町長　農協等と連携しながら対応

子ども版「防衛白書」の扱いは
教育長　児童への閲覧は行っていない

防
衛
省
が
配
布
し
た

子
ど
も
版
「
防
衛
白

書
」
へ
の
対
応
は
。

町
内
３
小
学
校
の
う

ち
２
つ
の
小
学
校
に

１
部
ず
つ
郵
送
さ
れ
、
ど
ち

ら
の
学
校
も
職
員
室
等
で
保

管
し
て
お
り
児
童
へ
の
閲
覧

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

子
ど
も
版
「
防
衛
白

書
」
の
内
容
の
受
け

止
め
は
。日

本
は
、
戦
後
一
貫

し
て
平
和
国
家
と
し

て
外
交
関
係
の
深
化
、
経
済

的
な
結
び
つ
き
、
国
際
協
調
、

軍
縮
・
兵
器
不
拡
散
な
ど

様
々
な
こ
と
で
安
全
保
障
を

確
保
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

防
衛
力
の
必
要
性
を
強
調
し

て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う

な
内
容
は
、
子
ど
も
た
ち
に

誤
っ
た
印
象
を
与
え
る
可
能

教
育
長

教
育
長

教
育
長

問問

問問

町
長

教
育

課
長

防衛省が全国約2400の小学校に配布した
子ども版「防衛白書」が本町の小学校にも

と
考
え
ま
す
。

提
案
は
校
長

会
に
も
伝
え

た
い
と
思
い

ま
す
。

※
切
り
株
か
ら
発
生
す
る
新
芽
を

育
て
収
穫
す
る
技
術

新品種「ゆきまんてん」の議員視察調査
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一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

土
つち

田
だ

　市
いち

子
こ

  議員

鈴
すず

木
き

　淳
じゅ

士
んし

  議員

令
和
２
年
の
法
改
正

に
よ
っ
て
「
地
域
公

共
交
通
計
画
」
の
策
定
が
努

力
義
務
化
さ
れ
、
今
年
か
ら

３
年
間
を
「
交
通
空
白
解
消

集
中
対
策
期
間
」
と
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
本

町
の
改
善
策
を
進
め
る
絶
好

の
機
会
で
は
。

県
と
全
市
町
村
が
連

携
し
て
「
山
形
県
地

域
公
共
交
通
計
画
」
を
策
定

し
、
そ
の
方
針
に
基
づ
き
見

直
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
鶴
岡
酒

田
間
の
路
線
バ
ス
が
運
行
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
交
通

空
白
地
帯
」
に
は
該
当
し
て

い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
路
線
バ
ス
は
、

日
中
に
な
る
と
３
時

毎
年
同
じ
よ
う
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
開
催
さ

れ
て
い
る
地
域
の
支
え
合
い

活
動
を
始
め
た
い
人
の
た
め

の
「
担
い
手
養
成
講
座
」
の

成
果
が
見
え
て
こ
な
い
た
め
、

計
画
の
見
直
し
を
す
る
べ
き

で
は
。

地
域
の
支
え
合
い
活

動
の
一
旦
を
担
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

住
民
の
誰
も
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続

け
ら
れ
る
た
め
に
、
取
り
組

み
に
興
味
関
心
の
あ
る
方
か

ら
活
動
の
基
礎
を
身
に
着
け

て
い
た
だ
き
、
実
践
者
が
増

え
、
町
全
体
に
住
民
主
体
の

支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り

を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

ア
イ
デ
ア
次
第
で
は

や
り
が
い
の
あ
る
事

業
展
開
が
で
き
る
の
で
は
。

こ
れ
ま
で
視
察
研
修

や
町
内
会
支
援
と
し

て
地
域
の
支
え
合
い
を
考
え

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
ま
し
た
が
数
人
の
参
加
に

と
ど
ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
立
ち
上
げ
、
活
動
し
て
頂

く
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
い

な
い
状
況
で
す
。

　
今
年
度
は
、
山
形
県
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
実
施
の
地
域

支
え
合
い
講
座
の
研
修
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

間
も
運
行
さ
れ
な
い
時
間
帯

が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
交
通

空
白
」
と
同
じ
と
の
苦
情
が

あ
り
ま
す
。

　
せ
め
て
鶴
岡
市
や
酒
田
市

の
市
内
循
環
バ
ス
の
乗
り
場

ま
で
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を

運
行
で
き
る
よ
う
、
バ
ス
会

社
や
鶴
岡
市
、
酒
田
市
と
協

議
で
き
な
い
も
の
か
。

両
市
内
循
環
バ
ス
と

の
接
続
に
関
す
る
提

案
に
つ
い
て
は
十
分
理
解
で

き
る
も
の
で
あ
り
、
私
も
同

様
に
問
題
点
を
理
解
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
、
鶴
岡
市
、
酒
田

市
か
ら
理
解
と
協
力
を
求
め

る
方
向
で
取
り
組
み
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

問問

問

町
長

町
長

福祉事業計画の見直しを
町長　支え合いの仕組み作りを目指す

デマンドを市内循環バスに接続を
町長　交通事業者や両市の理解を求めたい

健
康
福
祉

課
　
　長

町
長

改善策について協議が始まる
地域交通政策

住み慣れた地域で
最後まで自分らしく
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一
般
質
問�

―
8
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

志
し

田
だ

　德
とく

久
ひさ

  議員

佐
さ

久
く

間
ま

 千
ち

佳
よし

  議員

災
害
に
は
地
震
・
水

害
等
が
あ
り
ま
す
が
、

安
全
対
策
は
。

地
震
で
は
事
前
の
備

え
が
重
要
で
、
建
物

の
耐
震
診
断
や
改
修
、
防
災

教
育
を
行
う
と
と
も
に
自
主

防
災
組
織
の
活
動
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　
水
害
で
は
、
国
が
豪
雨
対

策
で
定
期
的
に
河
道
掘
削
工

事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
事
前
対
策
と
し

て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
町
内
全
世
帯
に
配
布
し

て
い
る
他
、
速
や
か
に
避
難

所
の
安
全
性
を
確
認
し
た
う

え
で
、
避
難
指
示
等
の
情
報

を
発
表
し
ま
す
。

避
難
所
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
者
を

隔
離
す
る
対
策
は
出
来
て
い

る
の
か
。今

後
、
避
難
所
と
な

る
各
学
校
と
協
議
し

ま
す
。

災
害
に
あ
っ
た
場
合
、

復
旧
作
業
に
欠
か
せ

な
い
家
具
等
の「
災
害
ご
み
」

の
集
積
場
の
確
保
は
。

宿
泊
施
設
が
限
ら
れ

て
い
る
中
、
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
や
車
中
泊
者
の

た
め
の
施
設
で
あ
る
「
Ｒ※

Ⅴ

パ
ー
ク
」
を
道
の
駅
庄
内
み

か
わ
や
パ
ル
ク
赤
川
周
辺
に

整
備
す
る
こ
と
で
、
交
流
人

口
の
増
加
に
つ
な
が
る
の
で

は
。

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

等
を
利
用
し
た
車
中

泊
は
新
た
な
観
光
ス
タ
イ
ル

と
し
て
近
年
増
加
傾
向
に
あ

り
、
交
流
人
口
の
増
加
へ
つ

な
が
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
運
営
管
理
や
安
全
対
策
、

設
置
位
置
を
考
慮
し
、
前
向

き
に
検
討
し
ま
す
。

安
全
面
や
防
犯
力
強

化
の
観
点
か
ら
、
セ

ン
サ
ー
付
き
カ
メ
ラ
を
施
設

周
辺
に
設
置
す
る
考
え
は
。

セ
ン
サ
ー
付
き
カ
メ

ラ
の
防
犯
抑
止
効
果

が
明
確
で
は
な
い
の
で
、
導

入
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

い
ろ
り
火
の
里
施
設

全
体
の
活
性
化
や
新

た
な
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ

し
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
充
実
に

資
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
導
入
の
考
え
は
。

い
ろ
り
火
の
里
周
辺

は
人
気
の
あ
る
施
設

と
考
え
ま
す
。
こ
の
環
境
を

有
効
活
用
す
る
た
め
に
、
賑

わ
い
づ
く
り
に
主
眼
を
置
い

た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募

集
を
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

指
定
し
て
い
ま
す
が
、

足
り
な
い
場
合
は
、
他
の
公

共
施
設
の
土
地
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

集
積
場
が
、
長
期
間

に
な
る
と
悪
臭
や
火

災
も
心
配
さ
れ
ま
す
が
そ
の

対
応
は
。災

害
ご
み
の
適
正
な

分
別
、
集
積
・
搬
出

に
よ
り
防
止
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
町
独
自
の

搬
出
は
困
難
で
す
の
で
、
県

が
業
者
と
災
害
協
定
を
結
ん

で
い
る
の
で
活
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

企
画
調
整

課
　
　長

町
長

町
長

災害時の対策は
町長　情報提供や避難支援に努める

ＲⅤパークの設置を
町長　前向きに検討する

問

問危
機
管
理

室
　
　長

問

建
設
環
境

課
　
　長

建
設
環
境

課
　
　長

問

問

問企
画
調
整

課
　
　長

※
Ｒ
Ⅴ
パ
ー
ク
…
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
等
の
車
中
泊
者
が
『
快
適
に

安
心
し
て
車
中
泊
が
出
来
る
場
所
』

を
提
供
す
る
た
め
に
、
日
本
Ｒ
Ⅴ

協
会
が
定
め
た
条
件
を
満
た
し
、

認
定
さ
れ
た
車
中
泊
ス
ペ
ー
ス
。

新たな賑わいの創造を

昨年7月末の水害
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一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

佐
さ

竹
たけ

　優
ゆう

子
こ

  議員

小
こば

林
やし

　茂
しげ

吉
よし

  議員

本
町
の
３
つ
の
小
学

校
は
小
規
模
校
で
あ

り
、
数
年
後
は
、「
複
式
学

級
校
」
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
各
小
学
校
が
連
携

を
図
り
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
活
か
し
、
人
的
・
物
的
資

源
を
相
互
に
活
用
し
な
が
ら

多
様
な
学
び
を
保
証
す
る

「
学
校
間
連
携
型
学
校
経
営

構
想
」
を
掲
げ
、
加
速
度
的

に
進
む
小
規
模
校
時
代
に
対

処
す
べ
き
で
は
。

「
学
校
間
連
携
型
学

校
経
営
構
想
」
は
、

人
的
・
物
的
資
源
を
各
校
で

共
有
し
て
授
業
を
進
め
た
り
、

合
同
で
行
事
等
を
行
う
こ
と

妊
産
婦
健
診
費
用
の

個
人
負
担
の
軽
減
を

図
る
考
え
は
。

補
助
は
県
医
師
会
へ

の
委
託
料
と
し
て
支

払
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
県

内
全
市
町
村
統
一
の
金
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
周
辺
自
治

体
の
動
向
、
町
民
の
声
を
踏

ま
え
支
援
の
在
り
方
を
検
討

し
ま
す
。産

後
う
つ
予
防
、
妊

産
婦
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
ケ
ア
の
支
援
状
況
は
。

妊
娠
届
出
時
の
面
談

や
教
室
、
産
後
の
新

生
児
訪
問
時
、
乳
児
健
診
の

際
な
ど
に
保
健
師
が
妊
産
婦

の
心
身
の
状
態
を
把
握
し
、

支
援
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た

方
に
は
継
続
訪
問
や
電
話
か

け
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
必
要
に
応
じ
て
産
後
ケ
ア

事
業
へ
の
働
き
か
け
や
、
精

神
科
等
の
医
療
機
関
を
受
診

す
る
よ
う
な
調
整
を
行
っ
て

い
ま
す
。町

か
ら
の
子
育
て
情

報
の
発
信
や
、
家
族

間
で
の
母
子
保
健
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
た
め
に
も
母

子
手
帳
ア
プ
リ
が
有
効
だ
と

考
え
ま
す
が
、
導
入
す
べ
き

で
は
。

す
で
に
導
入
し
て
い

る
周
辺
自
治
体
か
ら

情
報
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
時

期
に
つ
い
て
は
国
の
P※
M
H

接
続
の
整
備
な
ど
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
を
計
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

が
で
き
、
児
童
が
多
様
な
学

び
を
経
験
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
互
い
の
学
校
文
化
を
尊
重

し
な
が
ら
新
た
な
教
育
の
形

を
創
出
す
る
こ
と
に
も
寄
与

し
、
非
常
に
有
意
義
な
手
法

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

児
童
の
健
や
か
な
成

長
を
育
み
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
連
帯
を
生
み

出
す
「
地
域
の
学
校
」
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
。

児
童
一
人
ひ
と
り
の

社
会
性
や
協
調
性
を

育
む
上
で
、『
集
団
の
中
で

育
つ
』
と
い
う
こ
と
も
学
校

の
役
割
で
あ
り
、
具
体
的
に

地
域
の
実
情
や
保
護
者
の

方
々
の
思
い
、
児
童
の
生
活

環
境
な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん

と
率
直
に
話
し
合
い
、
地
域

全
体
で「
子
ど
も
を
育
て
る
」

と
い
う
視
点
を
共
有
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

問

問

問

町
長

妊産婦健診・産後ケアの支援拡充を
町長　関係機関と連携し、支援を充実する

小規模校時代へ対処せよ
教育長　地域に親しまれる学校にする

問町
長

健
康
福
祉

課
　
　長

教
育
長

問教
育
長

※
Ｐ
Ｍ
Ｈ
接
続
…
住
民
・
自
治
体
・

医
療
機
関
を
つ
な
ぎ
母
子
保
健
情

報
を
迅
速
に
共
有
す
る
た
め
の
情

報
連
携
基
盤
。 「産後うつ」は産婦の 10 ～ 15％程度、

早期の段階での支援が必要。
「産後うつ」は

産婦の10 ～ 15％程度、
早期の段階での支援が必要。

適正規模の学習
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町
民
生
活
に
関
わ
る
令
和
６
年
度
の
町
の
予
算
の

執
行
状
況
に
つ
い
て
、
町
当
局
の
考
え
方
も
含
め
、

各
分
野
に
お
け
る
「
お
金
の
使
い
方
」
を
質
問
し
ま

し
た
。

問
　
河
川
敷
を
含
む
農
地
で
、

管
理
が
い
き
届
か
な
い
農
地

が
見
受
け
ら
れ
、
ア
メ
シ
ロ

被
害
な
ど
が
拡
大
し
て
い
る

が
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
含

む
今
後
の
対
応
策
は
。

農
業
委
員
会
会
長
　
農
業
委

員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
に
よ
る
農
地
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
安
全
・
安
心
の
観
点

か
ら
引
き
続
き
農
業
者
に
対

し
て
適
正
利
用
と
指
導
助
言

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

っ
て
い
る
の
で
司
書
の
配
置

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
子
育
て
交
流
施
設
の
ピ

ア
ノ
庫
の
エ
ア
コ
ン
は
自
動

調
整
な
の
か
手
動
な
の
か
。

ま
た
、
そ
の
修
繕
要
因
は
。

教
育
課
長
補
佐

24
時
間
フ

ル
稼
働
で
湿
度
の
調
整
は
手

動
で
す
。
今
回
は
基
盤
が
壊

れ
ま
し
た
。

問
　
ピ
ア
ノ
庫
の
エ
ア
コ
ン

の
故
障
が
多
い
原
因
は
。

教
育
課
長
　
一
般
家
庭
用
の

エ
ア
コ
ン
で
、
24
時
間
稼
働

の
た
め
と
考
え
ま
す
。

問
　
交
通
違
反
の
反
則
金
を

原
資
と
し
て
、
町
の
人
口
・

交
通
事
故
件
数
・
道
路
延
長

を
基
準
に
歳
入
さ
れ
る
交
通

安
全
対
策
特
別
交
付
金
が
予

算
よ
り
減
額
さ
れ
ま
し
た
が

そ
の
要
因
は
。

総
務
課
長
　
算
定
方
法
の
変

更
の
情
報
は
入
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
把
握
で
き
て
い
ま
せ

ん
。

問
　
ア
メ
シ
ロ
防
除
に

関
す
る
具
体
的
対
策
は
。

建
設
環
境
課
長
　
防
除

機
を
3
台
に
増
や
し
、

各
町
内
会
に
貸
し
出
し

し
て
い
ま
す
。

　
春
と
お
盆
過
ぎ
の
年

2
回
の
防
除
が
効
果
的

で
す
。

問
　
学
校
給
食
で
の
三
川
産

野
菜
の
使
用
率
を
上
げ
る
考

え
は
。

教
育
課
長
　
令
和
6
年
度
の

使
用
率
は
22
・
5
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
生
産
者
や
J
A

か
ら
の
協
力
の
下
に
、
地
元

食
材
の
特
性
を
生
か
し
た
献

立
を
作
成
し
て
お
り
、
引
き

続
き
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
巧
妙
化
す
る
特
殊
詐
欺

に
対
す
る
注
意
喚
起
策
は
。

危
機
管
理
室
長
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
支
援
事
業
な
ど
も

活
用
し
て
啓
発
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
。

問
　
民
生
児
童
委
員
の
活
動

状
況
の
中
で
、
証
明
事
務
23

件
は
、
現
行
の
民
生
委
員
法

お
よ
び
児
童
福
祉
法
に
示
さ

れ
て
い
る
職
務
と
合
致
し
て

い
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
民
生
委
員

会
制
度
に
規
定
さ
れ
て
い
る

活
動
で
す
が
、
現
代
に
即
し

て
い
る
か
は
必
ず
し
も
限
ら

な
い
職
種
も
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
内
容
を
精
査
し
て

い
き
ま
す
。

問
　
公
民
館
図
書
購
入
冊
数

2
9
5
冊
、
廃
棄
数
0
冊
で

あ
り
毎
年
蔵
書
が
増
え
、
管

理
や
整
理
が
行
き
届
か
な
い

の
で
は
。
司
書
配
置
の
考
え

は
。

教
育
課
長
　
廃
棄
す
る
本
が

な
い
の
は
、
職
員
が
修
理
・

保
全
を
行
い
管
理
し
て
い
る

た
め
で
す
。
三
川
町
公
民
館

の
図
書
館
は
、
図
書
室
と
な

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

社
会
福
祉
総
務
費

消
費
者
行
政
推
進
費

農
業
振
興
費

農
業
委
員
会
費

公
民
館
費

環
境
保
全
費

子
育
て
交
流
施
設
費

アメシロ防除は春とお盆過ぎアメシロ防除は春とお盆過ぎ
防除機3台を防除機3台を貸し貸し出出

の2回が有効の2回が有効
し“共助”を支援し“共助”を支援

令和6年度令和6年度令和6年度
決算審査 特別委員会決算審査 特別委員会決算審査 特別委員会

（9月9日～10日）（9月9日～10日）（9月9日～10日）

（
12
～
13
ペ
ー
ジ
ま
と
め

　鈴
木

　淳
士
）

テオトルのピアノ庫テオトルのピアノ庫

農地パトロールのようす農地パトロールのようす

12
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読者の窓読者の窓
議会広報誌のよく読むページや気になる取り組みはありますか？
まんべんなく読ませて頂いています。
内容が豊富で読み応えがあります。

議員の質問の意図や議論の内容が伝わる内容の記事になっていまし
たか。また、分かりづらい記事等はありましたか？
身近な質問が多く、住民に寄り添った議員の意図も十分感じとれま
す。とてもわかりやすいです。

より読みやすい、手にとりやすい広報誌にするためにはどのような
取り組みが良いかアドバイスをお聞かせください。
活字の大きさ、写真、カット等、バランスが良くとても読みやすい
広報誌になっていると思います。

今後、議会広報誌に取り上げた方が良いと思われる事項があればお
聞かせください。
ある講座で、データ解析した研究で「社会と
のつながりは長寿に強く影響する」と聞きま
した。町や町内会でも多くの集いの場があり
ます。広報等で繰り返し知らせてほしい。

議会への要望等があればお聞かせください。
新しい議員が加わり、これからの議会だより
が楽しみです。 鈴木　良子さん

（猪子）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問
　
特
定
健
診
の
向
上
や
健

康
づ
く
り
事
業
に
対
す
る
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
係
る
保
険

者
努
力
支
援
分
の
特
別
交
付

金
が
前
年
度
比
較
で
約

3
0
0
万
円
程
減
額
に
な
っ

た
要
因
は
何
か
。
ま
た
、
納

付
金
の
今
後
の
動
向
は
。

町
民
課
長
　
令
和
5
年
度
に

策
定
し
た
国
民
健
康
保
険
保

健
事
業
実
施
計
画
（
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
）
の
糖
尿
病
に

関
す
る
委
託
料
の
減
額
で
す
。

　
令
和
11
年
を
目
途
に
各
市

町
村
の
納
付
金
に
そ
れ
ぞ
れ

の
医
療
費
水
準
を
反
映
さ
せ

な
い
納
付
金
ベ
ー
ス
で
の
統

一
と
令
和
8
年
度
か
ら
段
階

的
に
医
療
保
険
料
と
合
わ
せ

て
所
得
に
応
じ
た
﹁
子
ど
も

子
育
て
支
援
金
﹂
の
拠
出
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

問
　
百
歳
体
操
な
ど
介
護
予

防
の
教
室
に
は
男
性
の
参
加

率
が
低
い
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
他
の
団
体
と

連
携
し
、
参
加
し
や
す
い
企

画
を
取
り
入
れ
る
等
の
考
え

は
。

健
康
福
祉
課
長
　
男
性
の
参

加
率
が
低
い
こ
と
は
大
き
な

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
集
ま
り
に
行
き
辛
い
な

ど
個
々
の
状
況
把
握
に
努
め

な
が
ら
啓
発
を
行
い
、
参
加

し
た
い
と
思
え
る
よ
う
企
画

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
様
々
な
組

織
と
の
連
携
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

夜間議会を傍聴して 夜間議会を傍聴して （傍聴人16人）（傍聴人16人）
◎夜間に議会開催は…
　・良い　4人　・必要ない　0人
◎夜間議会は一般質問のみだが…
　・良い　2人　・補正予算も　1人　・わからない　1人
◎夜間議会は何で知った…
　・町広報　4人　・議会チラシ　1人
　・議員から聞いた他　0人
◎一般質問の音声配信を聞いたことは…
　・ある　2人
　・知っているが聴いたことがない　2人
　・音声配信を知らない　0人
◎議会広報誌を読んだことは…
　・毎号読んでいる　4人
◎ご意見をお聞かせください。
　・一般質問の休憩時間に BGMを流しては。
　　（日本で初めての試み！！）
　・初めてですが、緊張しました。

アメシロ防除は春とお盆過ぎアメシロ防除は春とお盆過ぎ
防除機3台を防除機3台を貸し貸し出出

の2回が有効の2回が有効
し“共助”を支援し“共助”を支援

「にこにこカフェ」のようす「にこにこカフェ」のようす

13
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（
14
～
15
ペ
ー
ジ
ま
と
め

　佐
竹

　優
子
）

県
議
会
議
員
・
庄
内
総
合
支
庁
幹
部
職
員
と
の
懇
談
会

町の課題を 県に伝える
いっしょに庄内の未来を考える！ 研修会

地域交通 ・ 若者定着 ・ 両田川橋 ・ 農業

出
席
者

山
形
県
議
会
議
長�
田
澤
　
伸
一
氏

（
庄
内
総
合
支
庁
）

総
務
企
画
部
長�

黒
木
　
幸
治
氏

保
健
福
祉
環
境
部
長�

吉
田
　
正
幸
氏

産
業
経
済
部
長�

安
藤
　
詠
子
氏

建
設
部
長�

小
林
　
雅
史
氏

懇
談
の
テ
ー
マ

①
地
域
公
共
交
通
会
議
と

　
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
確
立
に
つ
い
て

②
庄
内
地
域
の
若
者
の
定
着
と
、

　
雇
用
の
創
出
に
つ
い
て

③
両
田
川
橋
架
け
替
え

　（�

町
と
し
て
の
準
備
の
進
め
方
、
住
民

意
見
の
集
約
、
県
と
町
の
役
割
分
担
）

に
つ
い
て

④
新
し
い
米
の
品
種

　（�

今
後
の
作
付
け
バ
ラ
ン
ス
、
生
産
の

目
安
の
算
出
方
法
に
つ
い
て
）

⑤
カ
ラ
ス
被
害
に
つ
い
て

　
７
月
25
日
「
な
の
花
ホ
ー
ル
」
会
議
室

に
お
い
て
県
議
会
議
員
・
庄
内
総
合
支
庁

幹
部
職
員
と
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
の
課
題
や
現
状
を
伝
え
、
県
の
取
り

組
み
や
考
え
を
伺
い
、
有
意
義
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
9
月
26
日
、
出
羽
商
工
会
三
川
支
部
役
員
・
総
代
と

の
研
修
会
及
び
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
各
メ
デ
ィ
ア
に
引
っ
張
り
だ
こ
の
齋
藤

一
志
氏
を
講
師
に
迎
え
、
米
の
価
格
急
騰
や
、
今
後
の

農
業
振
興
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
米
の
受
給
バ
ラ
ン
ス
、
持
続
可
能
な
農
業
に
向
け
た

取
り
組
み
な
ど
幅
広
く
、
と
て
も
貴
重
な
お
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
の
政
策
提
言
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
出
羽
商
工
会
三
川
支
部
の
役
員
の
皆
さ
ん
と
の
懇
談

会
で
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
の
報
告
や
、
産
業
振
興
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
出
羽
商
工
会
三
川
支
部
と
の
研
修
会

　
　

講
師
：
公
益
社
団
法
人
日
本
農
業
法
人
協
会 

会
長

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
　
一
志
氏

　
　
講
演
「
こ
れ
か
ら
の
コ
メ
相
場 

　
　
　
　
　
　
　
　
―
コ
メ
増
産
に
転
換
―
」

架け替えに向けて前進した両田川橋架け替えに向けて前進した両田川橋
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町の課題を 県に伝える
いっしょに庄内の未来を考える！ 研修会

地域交通 ・ 若者定着 ・ 両田川橋 ・ 農業

  

ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
と
お
も
て
な
し

　
酒
田
港
に
は
多
く
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船

が
寄
港
し
て
い
ま
す
。
乗
客
の
人
数
や
国

籍
、
買
い
物
ニ
ー
ズ
な
ど
、
事
前
情
報
の

収
集
が
地
元
で
の
お
も
て
な
し
準
備
に
欠

か
せ
な
い
と
加
藤
氏
は
指
摘
し
ま
し
た
。

  

広
域
的
な
観
光
戦
略
の
必
要
性

　
観
光
客
向
け
の
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

は
、
酒
田
市
に
限
ら
ず
庄
内
全
体
で
戦
略

的
に
考
え
る
こ
と
が
重
要
。
食
や
遊
び
に

加
え
、
歴
史
や
文
化
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
体

験
で
き
る
企
画
づ
く
り
に
は
女
性
の
視
点

が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

  

三
川
町
へ
の
具
体
的
提
案

　
観
光
資
源
の
乏
し
い
本
町
に
関
し
て
は
、

ク
ル
ー
ズ
船
の
ク
ル
ー
を
対
象
に
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
温
泉
へ
案
内
す
る
企
画

を
提
案
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

酒
田
港
の
役
割
と
地
域
連
携

　
ク
ル
ー
ズ
船
は
人
・
文
化
・
経
済
を
運

ぶ
“
現
代
の
北
前
船
”。
酒
田
港
の
役
割

を
最
大
化
す
る
た
め
に
は
、
行
政
・
民
間
・

地
域
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

だ
と
加
藤
氏
は
強
調
し
ま
し
た
。

  

庄
内
地
域
の
14
法
人
・
団
体
が
参
画
す
る 

  「
日
本
海
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト
」

　
栗
谷
氏
に
よ
れ
ば
、
立
ち
上
げ
か
ら
現

在
ま
で
、
連
携
の
進
め
方
に
は
い
く
つ
か

の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

  

医
療
連
携
の
メ
リ
ッ
ト

　
医
療
機
能
を
分
担
・
連
携
す
る
こ
と
で
、

人
材
の
活
用
や
育
成
、
経
営
の
効
率
化
・

安
定
化
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
い
わ
ば
非

営
利
の
持
株
会
社
の
よ
う
な
制
度
だ
と
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

  

地
域
医
療
の
課
題

　
庄
内
で
は
、
か
か
り
つ
け
医
の
高
齢
化

が
進
み
、
地
域
医
療
の
持
続
性
が
大
き
な

課
題
で
す
。
人
口
減
少
に
よ
り
医
療
需
要

は
既
に
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
て
お
り
、
将
来

的
に
は
医
療
機
関
や
介
護
施
設
の
経
営
破

綻
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
広
域
的
な
連
携

が
不
可
欠
だ
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

  

成
功
事
例
と
し
て
の
評
価

　
日
本
海
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト
は
全
国
的

に
も
成
功
事
例
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
医
療
に
限
ら
ず
他
分
野
で
も
、
こ
う
し

た
枠
組
み
が
必
要
な
時
代
に
入
り
、
今
回

の
講
演
は
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
や
考
え
方
を

学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

遊佐町・庄内町・三川町の
3 町合同の議員研修会

7 月 31 日　遊佐町 鳥海温泉「遊楽里」にて

庄内地域２市 3 町合同の
議員研修会

8 月 4 日　酒田市 ル・ポットフー「ラルジュ」にて

NPO 法人 酒田港女みなと会議 理事長　加藤 明子氏 講演

「現代の北前船クルーズ船が拓く庄内の未来」

地域医療連携推進法人 日本海ヘルスケアネット
代表理事　栗谷 義樹 氏 講演

「地域医療の今後～持続性と課題について」
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試合のような楽しい練習で仲間づくり
ゲートボール友の会ゲートボール友の会ゲートボール友の会ゲートボール友の会ゲートボール友の会ゲートボール友の会ゲートボール友の会ゲートボール友の会ゲートボール友の会ゲートボール友の会ゲートボール友の会

読みやすい『UDフォント』を使用しています。

編
集
室

　﹁
実
り
の
秋
﹂
か
ら
順

　﹁
実
り
の
秋
﹂
か
ら
順

調
に
農
作
業
が
進
み
、

調
に
農
作
業
が
進
み
、

い
ま
は
切
り
株
に
緑
が

い
ま
は
切
り
株
に
緑
が

広
が
る
と
い
う
特
異
な

広
が
る
と
い
う
特
異
な

風
景
に
変
わ
っ
て
し
ま

風
景
に
変
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
し
ま
し
て
も
、

　
そ
れ
に
し
ま
し
て
も
、

今
年
の
夏
の
暑
さ
に
は

今
年
の
夏
の
暑
さ
に
は

悲
喜
交
々
の
よ
う
で
す
。

悲
喜
交
々
の
よ
う
で
す
。

　
ま
ず
は
、
順
調
に
成

　
ま
ず
は
、
順
調
に
成

長
し
て
く
れ
た
稲
の
お

長
し
て
く
れ
た
稲
の
お

か
げ
で
、
庄
内
平
野
の

か
げ
で
、
庄
内
平
野
の

お
米
の
収
量
も
伸
び
て

お
米
の
収
量
も
伸
び
て

喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
我

　
そ
れ
と
同
時
に
、
我

が
家
の
裏
の
畑
で
は
、

が
家
の
裏
の
畑
で
は
、

稲
に
負
け
じ
と
草
丈
も

稲
に
負
け
じ
と
草
丈
も

グ
ン
グ
ン
伸
び
た
こ
と

グ
ン
グ
ン
伸
び
た
こ
と

か
ら
、
何
日
も
草
刈
り

か
ら
、
何
日
も
草
刈
り

機
を
振
り
回
し
汗
を
流

機
を
振
り
回
し
汗
を
流

し
た
し
た
〝〝
ひ
と
夏

ひ
と
夏
〞〞
で
し
た

で
し
た
。。

　
い
ま
だ
に
半
袖
が
丁

　
い
ま
だ
に
半
袖
が
丁

度
良
い
日
も
あ
り
ま
す

度
良
い
日
も
あ
り
ま
す

が
、
風
に
揺
れ
る
秋
桜

が
、
風
に
揺
れ
る
秋
桜

や
彼
岸
花
を
見
つ
け
て

や
彼
岸
花
を
見
つ
け
て

は
、
移
り
行
く
季
節
を

は
、
移
り
行
く
季
節
を

感
じ
て
い
ま
す
。

感
じ
て
い
ま
す
。

�

鈴
木
　
淳
士

鈴
木
　
淳
士

私
た
ち
﹁
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

友
の
会
﹂
は
、
毎
週
火
曜
日

と
土
曜
日
、
ア
ス
レ
な
の
花

で
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

こ
の
競
技
は
5
人
ず
つ
2

チ
ー
ム
で
10
個
の
ボ
ー
ル
を

30
分
の
試
合
時
間
の
中
で
打

ち
合
う
と
い
う
、
技
術
と
頭

脳
を
使
い
な
が
ら
戦
う
ゲ
ー

ム
で
す
。

コ
ー
ト
内
に
は
3
本
の
ゲ

ー
ト
が
立
ち
、
通
過
す
る
ご

と
に
1
得
点
。
ま
た
、
ゴ
ー

ル
ポ
ー
ル
に
当
て
る
と
2
得

点
の
計
5
得
点
と
な
り
、
5

人
全
員
が
ゴ
ー
ル
す
れ
ば
パ

ー
フ
ェ
ク
ト
ゲ
ー
ム
（
25
得

点
）
と
な
り
ま
す
。

味
方
の
ボ
ー
ル
に
当
て
て

有
利
な
位
置
に
戻
し
た
り
、

相
手
の
ボ
ー
ル
を
コ
ー
ト
の

外
へ
弾
き
出
し
た
り
と
、
作

戦
を
考
え
つ
つ
お
互
い
を
思

い
や
り
な
が
ら
、
味
方
の
ボ

ー
ル
を
つ
な
い
で
よ
り
高
い

得
点
を
狙
う
ゲ
ー
ム
で
す
。

各
試
合

の
主
将
や

監
督
が
ゲ

ー
ム
を
組

み
立
て
る

の
で
、
そ

の
指
示
通

り
に
5
人

が
力
を
合

わ
せ
て
勝

利
す
る
こ

と
が
で
き

れ
ば
、
喜
び
は
5
倍
に

膨
れ
上
が
り
ま
す
。

全
世
代
向
け
の

楽
し
い
競
技

﹁
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
﹂

は
高
齢
者
向
け
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
全
国

的
に
は
小
・
中
学
生
や

高
校
生
、
社
会
人
チ
ー

ム
な
ど
の
大
会
も
あ

り
、
6
歳
か
ら
百
歳
ま

で
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
三
川
チ

ー
ム
は
65
歳
以
上
が
出
場
で

き
る
2
0
1
6
年
全
国
大
会

で
は
第
8
位
に
。
2
0
2
4

年
大
会
で
は
女
子
チ
ー
ム
が

11
位
、
他
市
町
村
と
の
混
合

男
子
チ
ー
ム
は
準
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
ま
は
、
新
し
く
な
っ
た

ア
ス
レ
な
の
花
の
専
用
コ
ー

ト
に
集
ま
り
、
健
康
に
気
を

配
り
な
が
ら
日
々
の
練
習
に

励
み
、﹁
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
﹂

と
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
友
の
会

代
表
　
宇
野
　
政
子

が
ん
ば
っ
て
ま
す

シ
リ
ー
ズ
65

町
内
の
団
体
紹
介

（
16
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
鈴
木
　
淳
士
）

発
行
責
任
者

議
会
議
長
　
町
野
　
昌
弘

委
員
　
鈴
木
　
淳
士

編
集
　
広
報
常
任
委
員
会

委
員
　
小
野
寺
正
樹

委
員
長
　
砂
田
　
　
茂

委
員
　
土
田
　
市
子

副
委
員
長
　
鈴
木
　
重
行

委
員
　
佐
竹
　
優
子

（
写
真
）
佐
竹
　
優
子

三
川
中
学
校
運
動
会

表
紙
の
写
真

全
世
代
向
け
の

楽
し
い
競
技
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